
北海道スマート農業推進協議体の活動について

＜活動の内容＞
◇協働の基盤づくり
・参画者名簿と電子メールを活用した情報交換
・集積した情報の外部への発信
◇ＧＰＳ、センシング、園芸、酪農など分野別の検討会
・利用者の声を活かした使いやすい技術開発を促進
・異業種の技術を活かした新たな産業づくり
◇実行委員会を組織したイベントの開催
・北海道スマート農業フェア、シンポジウム
◇農業大学校で実施する実践的研修

スマート農業は本道農業の将来を切り拓く技術体系として期待されており、今後は先端技術を地域の営農システムにどのように
組み込んでいくかが重要な段階となっています。
そのため、スマート農業の推進を共通の目的として農機やＩＣＴなど幅広い分野の企業、農業生産者や農業団体、経済団体、大
学、研究機関、行政機関など多くの方々の参画を得て「北海道スマート農業推進協議体」を設立し、情報の共有と発信を行い、協
働の推進母体として活動します。
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※共同研究や技術支援など、参画者の協働を促進
※協議体として独自の予算や総会は設定せず、
ホームページと電子メールによる情報のやりとりを基本に活動
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ＩＴや通信など異業種
ノウハウの取り込みと活用

・市町村
・農 協
・農業者
・普及センター
・関係機関

地域の農業システムとして
どう使いこなすかを検討

ユーザーニーズ

技術情報の取り込み

試験研究機関による技術
開発と現地実証
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北海道スマート農業推進協議体

＜先端技術の導入・普及に向けて今後求められる取組＞
○各地域が導入検討するために必要な情報提供
○ユーザーニーズを活かした扱いやすい機器等の開発

地域の取組として具体的に検討すると、
様々な悩み･･･

・GPS、ｾﾝｼﾝｸﾞ、GISと多様な技術がある、
我が町に適した技術は？
・使いこなしに向けた体制は？
・ｾﾝｼﾝｸﾞ技術で投資前にほ場の健康診断
ができないか？→精密検査→治療と
順を追って対応できないか？

・高価な機器等の投資規模と効果は？

悩み≒ユーザーニーズ

※参画のご案内は後日行います


